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雄

は

じ
め
に

『
理
趣
経
』
は

『
般
若
理
趣
分
』
の
内
容
を
密
教
的
に
発
展
整
理
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
東
密
で
の

『
理
趣
経
』
の
伝
統
的
解
釈
は
す

べ
て
不
空

の

『
理
趣
釈
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
不
空
の
解
釈
は

『初
会

金
剛
頂
経
』
(三
十
巻
本
)
を
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

を

整
理
し
て
み
る
と
、
e
五
秘
密
思
想
の
確
立
、
口
金
剛
界
曼
茶
羅
の
教

理
の
導
入
、
k国
初
会
金
剛
頂
経
三
十
巻
本
の
教
理
の
導
入
、
四
k外
金
剛

部
諸
天
の
教
理
の
導
入
、
田
金
剛
界
曼
茶
羅
の
完
成
、
と
い
う
立
場
で

な
さ
れ
て

い
る
。

一 

五
秘
密
思
想

の
確

立

『
理
趣
経
』
が

『
初
会
金
剛
頂
経
』
或
い
は

『
金
剛
界
曼
茶
羅
』
の

教
義
に
よ

っ
て
解
釈
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
等
の
教
義
と
共
通
の
地

盤
と
な
る

『
理
趣
経
』
の
五
秘
密
思
想
の
確
立
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
不
空
は

『
理
趣
経
』
を
翻
訳
さ
れ
る
と
と
も
に
、
理
趣
経
法

関
係
の
儀
軌
類
を
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は

『
大
楽
軌
』
『理
趣
会

軌
』
『
普
賢
軌
』
『
喩
伽
念
諦
儀
軌
』
『
五
秘
密
軌
』
等

で
あ
る
。
ま

た

儀
軌
類
に
は

『時
方
成
就
儀
』
、
蔵
漢
の
広
経
が
あ
る
。

右
の
儀
軌
類
に
示
さ
れ
た
曼
茶
羅
は
、
、
所
伝
に
よ

っ
て
内
容
は
異

な
り
四
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
が
共
通
し
て
い
る
の
は
五
秘
密
尊
を

中
心
と
し
た
十
七
尊
曼
茶
羅
で
あ
る
。
そ
の

一
例
を
示
す
な
ら
、
五
秘

密
、
春
夏
秋
冬
、
嬉
笑
歌
舞
、
鉤
索
鎖
鈴

の
十
七
尊
曼
茶
羅
で
あ
る
。

こ
の
十
七
尊
構
成
の
曼
茶
羅
は
金
剛
界
曼
茶
羅

の
基
本
構
成
と
軌
を

一
に
す
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
四
印
会
を
見
て
み
る
と
、
大
日
を
と
り

囲
む
金
剛
薩
唾

A
a
、
金
剛
宝

B
a、
金
剛
法

O
a、
金
剛
業

B
a

の
五

尊
に
嬉
髭
歌
舞
、
香
華
燈
塗
、
鉤
索
鎖
鈴

の
十

七
尊

で
あ
る
。
こ
こ
に

理
趣
経
法
は
そ
の
曼
茶
羅
を
通
し
て
素
直
に
金
剛
界
曼
茶
羅
と
結
び
合

う
も
の
を
持

っ
て
い
る
。
更
に
理
趣
法
関
係
の
儀
軌
の
中

で

『
理
趣
会

軌
』
(汁
尉

N
o
.1
1
2
2
)
で
は
、
五
秘
密
は
そ
の
ま
ま
大
日
を
と
り
巻
く

阿
閾
、
宝
生
、
無
量
寿
、
不
完
成
就
と
等
し
い
境
地
で
あ
る
と
し
、
儀

軌
の
次
第

の
構
成
も

『
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
』

と
同
様

の
も

の
が
あ
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る
。

つ
ま
り
四
方
礼
、
金
剛
合
掌
、
金
剛
眼
、
開
心
、
入
智
、
極
喜
三

昧
耶
、
大
欲
、
大
楽
不
空
身
、
召
罪
、
擢
罪
、
業
障
除
、
成
菩
提
心
、

五
相
成
身
、
四
仏

(阿
開
等
)
の
真
言
文
を
も
示
し
て
い
る
。

以
上
、
理
趣
経
法
の
構
成
を
見
る
と
、
曼
茶
羅
、
儀
軌
次
第
を
通
し

て
、
初
会
金
剛
頂
経
の
教
理
と
密
接
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
空
に
限
る
こ
と
で
は
な
く
、
同
時
代
の
ジ

ュ
ニ

ャ
ー
ナ

・
ミ
ト
ラ
の

『
百
五
十
偶
般
若
理
趣
疏
』
も
同
様
に
金
剛
界
五

部
の
配
釈
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
不
空
は
こ
の
よ

う
な
密
教
思
想
の
土
壌
の
中
に
あ

っ
て

『
理
趣
経
』
を
捉
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
大
楽
の
清
浄
世
界
も
五
秘
密
十
七
尊

の
構
成

に
な
ら

っ
て
十
七
清
浄
句
に
整
理
さ
れ
、
こ
れ

に
金
剛
薩
唾

の
真
言

「
O
m
m
a
h
a
-
s
u
k
h
a
-
v
a
j
r
a
-
s
a
t
v
s
 
j
a
h
 
h
g
b
a
m
 
h
o
h
s
 
s
u
r
t
t
a
s
t
v
a
m
」

を
配
釈
し

て
い
て
大
楽

の
曼
茶
羅
は
金
剛
界
曼
茶
羅
の
原
本
的
な
も
の

と
異
ら
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

嗣
一

金
剛
界
曼
茶
羅

の
教
理

の
導
入

『
理
趣
経
』
の
第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
金
剛
界
曼
茶
羅
の
教
理

に
準
拠
し

て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
毘
盧
遮
那
の
法
門
は

『
理
趣

経
』
の
智
用
を
総
論
的
に
示
す
た
め
に
、
金
剛
界
曼
茶
羅
を
総
括
的
に

し
め
く
く

る
四
印
会
の
構
成
を
借
り
て
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
金
剛

平
等
、
義
平
等
、
法
平
等
、
業
平
等

の
世
界

は
大
円
鏡
智
、
平
等
性

智
、
妙
観
察
智
、
成
所
作
智
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を

大
日
を
と
り
ま
く
金
剛
薩
唾

(戯
A
a
)、
虚
空
蔵

(魁
B
a
)、
観
自
在

(腿

O
a
)、
金
剛
業

(腿
B
a
)
で
示
し
、
次
章
以
下
に
展
開
さ
れ
る
教
理
と
実

践
の
基
礎
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
降
三
世

の
章
は
金
剛
薩
唾

(金
剛
手
)
の
働
き
を
説

く
章

で

あ
る
か
ら
、
金
剛
界
曼
茶
羅
の
金
剛
部

(阿
閾
)
の
曼
茶
羅

で
示
せ
ば

よ
い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
特
に
念
怒
金
剛
の
性
格
を
力
説
す
る
た
め

に
、
降
三
世
品
の
降
三
世
大
曼
茶
羅
の
念
怒
金
剛
部
の
立
場
で
示
し
て

い
る
。
即
ち
降
三
世
を
中
心
に
念
怒

の
薩

(n
A
a
)、
王

(--
A
b
)、
愛

(--
A
c
)、
喜

(--
A
d
)
の
尊
で
、

こ
の
点
は
金
剛
界
曼
茶
羅
に
即
し
な

が
ら
も
教
理
的
な
発
展
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
観
自
在
菩
薩
の
章
は
、
自
性
清
浄
の
立
場
で
世
界
の
真
相
を

見
抜
く
こ
と
を
説
く
章
で
あ
る
か
ら
、
観
自
在
菩
薩
を
中
尊
と
し
た
法

利
因
語
の
法
部
の
曼
茶
羅
で
説
き
示
す
。
第
五
章
虚
空
蔵
の
章
は
宝
部

の
世
界
の
実
現
を
説
く
章
で
あ
る
か
ら
、
宝
光
橦
笑
の
宝
部
の
曼
茶
羅

で
説
き
示
す
。
第
六
章
金
剛
拳
の
章
は
身
口
意

の

一
切
の
行
動
が
如
来

の
働
き
と
な

っ
て
い
く
こ
と
を
示
す
章
で
あ
る
か
ら
、
業
護
牙
拳
の
漏

磨
部
の
曼
茶
羅
で
示
す
。

以
上
の
こ
と
を
見
る
と
、
第
二
章
で
は

『
理
趣
経
』
は
金
剛
界
の
智

の
働
き
の
総
括
的
な
も
の
を
示
す
も
の
と
み
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
に
示

さ
れ
た
金
剛
薩
垣

(降
三
世
)、
観
自
在
、
虚
空
蔵
、
金
剛
業
の
各
尊
で

示
さ
れ
た
内
容
は
第
三
章
か
ら
第
六
章
に
展
開
し
て
示
さ
れ
、
而
も
金

剛
界
曼
茶
羅
十
六
大
菩
薩
の
世
界
を
完
成
し
、

こ
れ
を
も
と
に
金
剛
界

金
剛
頂
経
と
理
趣
釈

(八
 
田
)
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曼
茶
羅
三
十
七
尊
の
世
界
が
完
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

三
 

初
会
金
剛
頂
経

の
教

理

の
導

入

以
上
述

べ
た
よ
う
に
第
六
章
ま
で
で

一
応
金
剛
界
曼
茶
羅
に
配
釈
す

る
こ
と
が
畢

っ
た
の
で
、
第
七
章
以
下
第
十

一
章
は
底
辺
に
あ
る
八
輻

輪
曼
茶
羅

の
思
想
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、
三
十
巻
本
の

『初
会
金
剛

頂
経
』
の
教
理
内
容
を
も
と
に

『
理
趣
経
』
の
注
釈

が
な
さ
れ
て

い

く
。第

七
章
文
殊
の
章
は
般
若
の
智
恵
が
す
べ
て
の
世
界
の
真
相
を
把
握

し
て
い
く
無
戯
論
智
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
章
で
あ
る
。
経
の
説
く

諸
法
の
空
、
無
相
、
無
願
、
光
明
の
体
得
は
す
べ
て
般
若
の
働
き
に
よ

っ
て
開
か

れ

る
も

の
で
、

こ
れ
を
金
剛
界
品
、
降
三
世
品
、
遍
調
伏

品
、

一
切
義
就
晶
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
殊
の
働
き
と
み
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て

『
理
趣
経
』
で
は
般
若
の
空
の
体
得
は
金
剛
頂
経
に
示
す
全

金
剛
界
曼
茶
羅
の
世
界
を
開
い
て
い
く
も
の
と
み
る
の
で
あ
る
。

第
八
章
転
法
輪
の
章
は
、
前
章
を
受
け
て
般
若

の
智

は
大
輪

の
世

界
、
即
ち
偉
大
な
究
極
の
曼
茶
羅
の
世
界
に
引
入
さ
せ
る
こ
と
を
力
説

す
る
章
で
あ
る
か
ら
、
釈
で
は
金
剛
界
曼
茶
羅
六
会
、
降
三
世
曼
茶
羅

十
会

(教
勅
の
四
会
を
含
む
)、
遍
調
伏
曼
茶
羅
六
会
、

一
切
義
成
就
六

会
の
全
曼
茶
羅

(初
会
金
剛
頂
経
所
説
の
全
世
界
)
を
悉
く
証
得
さ
れ

る

も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
九
章
虚
空
庫
の
章
は
般
若

の
智
用
は
供
養

の
働
き
で
あ
る
こ
と
を

力
説
す
る
章
で
あ
る
。
こ
の
供
養
は
菩
提
心
供
養
、
灌
頂
供
養
、
法
供

養
、
潟
磨
供
養
の
働
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
金
剛
界
曼
茶
羅
の
内
の
四
供

養
で
あ
る
嬉
壼
歌
舞
の
尊
で
示
し
、
金
剛
部
、
宝
部
、
法
部
、
錫
磨
部

の
働
き
が
完
成
さ
れ
る
も
の
と
説
く
。

第
十
章
擢

一
切
魔
の
章
は
般
若
の
智
用
が
金
剛
念
怒
の
働
き
と
な

っ

て
い
く
こ
と
を
力
説
し
た
章
で
あ
る
。
こ
の
念
怒
の
働
き
を
降
三
世
、

宝
金
剛
念
怒
、
馬
頭
明
王
、
念
怒
掲
磨
で
示
し
、
金
剛
部
、
宝
部
、
法

部
、
鵜
磨
部
は
葱
怒
の
働
き
に
よ
り
実
現
さ
れ

る
も
の
で
あ
る

と
説

く
。第

十

一
章

一
切
平
等
の
世
界
を
開
く
普
賢
菩
薩
の
章
は
、
そ
の
働
き

が
降
三
世
教
令
に
あ

っ
て
始
め
て
実
現
さ
れ
る

こ
と
を
力
説
し
た
章
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
念
怒
降
伏
を
通
し

て
金
剛
部
、
宝
部
、
蓮
華
部

(法

部
)
漏
磨
部
の
大
曼
茶
羅
の
世
界
が
実
現
さ
れ
、

一
切
の
平
等

が
達
成

さ
れ
、
如
来
と
衆
生
、
仏
と
凡
夫
は

一
如
平
等

と
な
る
。
そ
れ
を
示
す

た
め
に

『初
会
金
剛
頂
経
』
に
説
か
れ
た
五
類
諸
天

(外
金
剛
部
諸
天
)

を
曼
茶
羅
の
中
に
配
し
て
、
五
類
諸
天
が
曼
茶
羅
中
尊
の
尊
と

一
如
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
如
く
第
十

一
章
は
第
二
章
以
下
第
十
章
の
内
容
を
し
め
く
く

り
、
『理
趣
経
』
の
精
神
は
金
剛
界
大
曼
茶
羅

の
世
界
を
実
現

し
て

い

く
と
と
も
に
、
『
初
会
金
剛
頂
経
』
の
真
髄
を
体
得
さ
せ
て
い
く

も

の

と
し
、
如
来
と
衆
生
は
本
来
平
等
で
あ
り
、
衆

生
の
心
が
開
け
れ
ば
そ
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の
ま

』
如
来
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を

更
に
徹
底
し
て
示
し
た
の
が
第
十
二
章
以
下
の
教
説
で
あ
る
。
そ
れ
を

外
金
剛
部
の
教
理
に
よ
っ
て
示
す
の
で
あ
る
。

四
 

外
金
剛
部

の
教

理

の
導

入

第
十
二
章
か
ら
第
十
五
章
は
衆
生
の
心
が
開
け
れ
ば
そ
れ
は
そ
の
ま

ま
如
来

で
あ
り
、
般
若

の
智
用
は
衆
生
を
し
て
如
来
た
ら
し
め
る
こ
と

を
力
説
す

る
の
で
あ

る
。
第
十
二
章

の

一
切
有
情

の
如
来
蔵
、
金
剛

蔵

(宝
蔵
)、
妙
法
蔵
、
編
磨
蔵
は
そ
の
ま
ま
大
円
鏡
智
等

の
四
智
を
産

み
出
す
も
と
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
衆
生
に
即
し
て
仏
智
を
産
み

出
す
働

き
を
普
賢

(金
剛
薩
唾
の
働
き
)、
虚
空
蔵
、
観
自
在
、

一
切
金

剛
で
示
し
、
金
剛
部
、
宝
部
、
法
部
、
鵜
磨
部
の
世
界
が
自
ら
体
得
出

来
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
よ
り
閲
明
に
す
る
た
め
に
、
魔
醗

首
羅
等

の
外
金
剛
部
の
尊
を
も

っ
て
曼
茶
羅
を
示
し
、
そ
れ
が
金
剛
界

曼
茶
羅

の
真
髄
を
示
す
も
の
と
説
く
。
第
十
三
章
以
下
の
七
母
天
、
三

兄
弟
、

四
姉
妹
の
章
も
同
様
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

五
 
金
剛
界
曼

茶
羅

の
完
成

第
十

六
章
で
は
般
若
の
真
髄
は
無
量
無
辺
究
寛
の
体
得
で
あ

っ
て
、

そ
れ
は
毘
盧
遮
那
如
来
の
心
そ
の
も
の
と
説
く
。

こ
こ
で
は
第
二
章
で

示
さ
れ
た
毘
盧
遮
那
の
さ
と
り
は
、
衆
生
自
ら
の
も
の
と
し
て
完
成
さ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
有
様
を
金
剛
界
曼
茶
羅
の
教
理
を
も

っ
て
説
い
て
い
く
。

つ
ま
り
如
来
部
を
始
め
金
剛
部
、
宝
部
、
鵜
磨
部

の
世
界
は
そ
れ
ぞ
れ
五
部
の
徳
を
有
し
そ
の
徳

は
無
限
に
拡
が

っ
て
い

く
。
例
え
ば

一
つ
の
勝
れ
た
宗
教
の
体
験
は
そ
の
ま
ま
五
部
具
有
の
如

来
の
心
に
解
れ
、
そ
の
心
に
は
ま
た
五
部
の
深

い
世
界
を
聞
き
、
広
大

無
辺
な
金
剛
界
曼
茶
羅
の
世
界
が
体
得
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
示
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
深
く
広
い
体
験
が
第
十
七
章
五
秘
密
の
世
界
の
体
得
で

あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
第

一
章
で
示
し
た
大
楽
の
世
界
の
体
得
で

あ
り
、
こ
こ
に
十
七
清
浄
句
の
世
界
が
味
得
さ
れ
て
、
金
剛
界
曼
茶
羅

の
核
心
と
な
る
十
六
大
菩
薩
の
生
命
が
得
ら

れ
る
と
説
く
。

む

す

び

以
上
不
空
の

『
理
趣
釈
』
を
み
て
、
基
本
的

に
は
五
秘
密
思
想
が
確

立
し
、
五
秘
密
十
七
尊
の
曼
茶
羅
の
世
界
が
初
会
金
剛
頂
経
と
そ
の
世

界
を
表
示
し
た
金
剛
界
曼
茶
羅
の
世
界
に
素
直

に
結
ば
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
を
も
と
に
金
剛
界
曼
茶
羅
と

『
初
会
金
剛
頂
経
』
の
教
理
を
縦
横

に
と
り
入
れ
て

『
理
趣
経
』
を
解
釈
し
た
。

そ
し
て
究
極
に
は
般
若
思

想
は
金
剛
頂
経
の
真
髄
を
示
す
も
の
と
し
、
『
唯
識
論
』
に

い
わ

れ
る

「
一
心
真
見
道
、
十
六
相
見
道
」
の
思
想
を
金
剛
界
曼
茶
羅
の
核
心
と

な
る
十
六
大
菩
薩
生
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

(寺
院
住
職
)

金
剛
頂
経
と
理
趣
釈

(
八
 
田
)
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